
 
  

8 月 4 日（日）、「こどものまち～キッズタウン NARITA～」が開催され、304 名のこどもたち

がこの日だけの特別なまち「キッズタウン NARITA」に転入してきました。 

こどものまちは、仕事をして対価を得て、その得た対価（お金）で食べ物を食べたり、ブース

で体験や創作したり、ショップ・フリーマーケットで販売されている物を買ったりすることがで

きるので、実社会を疑似体験できる催しです。職業体験の施設などが各所にありますが、

そのような施設は大人が準備したものに沿って進行しているのがほとんどです。しかし、こ

の「こどものまち」では、コンセプトやお仕事（お店）の提案・決定、看板や装飾の作成につ

いてもこどもが主体となり行います。 

3 月に 45 人のこどもたちが実行委員に名乗りをあげ、月 2 回のペースで実行委員会を開

き、準備を進めてきました。市内小学校から、学年もバラバラのこどもたちが集まっている

ので、最初はどこかぎこちない感じだったこどもたちも回を重ねるごとに仲も深まり、積極

的な意見交換が行われました。 

今年で 11 回目となる「こどものまち」ですが、全く同じ「こどものまち」はありません。その年

の実行委員により、お仕事やお店が異なるからです。昨年のゲームセンターは「射的」「ボ

ウリング」「コリントゲーム」「わなげ」でしたが、今年は「イライラ棒」「紙飛行機ゲーム」と異

なり、その年の実行委員の特色が出ます。今回、「巨大迷路」では一部の区間にお化け屋

敷的な要素がありました。実は第 1 回から第 4 回までの「こどものまち」では、お化け屋敷

が大人気のお店としてありました。そんなことを知ってか知らずか、巨大迷路の中に組み

込むという発想に驚かされます。 

こどもたちは大人が思っている以上に世の中のことを感じ取っています。コンセプトの中に

「安全」という言葉が入ったのも日々のニュースを受けてではないでしょうか。また、コロナ

禍以降、こどものまちでは通貨がなくなり、市民証に記載される電子マネーでお金のやり

取りが行われます。どこかマイナンバーカードの先を行っているような気もしてなりません。

こどもならではの発想で、大人実行委員の度肝を抜き、より楽しいまちに仕上げる姿、これ

からの街づくりに期待が持てます。 



 

  

 

 

 

 

 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  

 



 

  



 

  



 

 

   

   

   

 

 


